
し
、
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

農
業
施
策

　

農
業
施
策
に
つ
い
て
は
、
本
町

に
お
け
る
今
後
の
農
業
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
農
業
委
員
、
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
の
皆
様
を
中

心
に
、
地
域
の
皆
様
や
関
係
機
関

等
と
官
民
一
体
と
な
り
、
担
い
手

や
耕
作
放
棄
地
等
の
様
々
な
課
題

に
対
し
て
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
法

定
化
に
伴
う
地
域
計
画
」
の
策
定

準
備
を
進
め
る
と
と
も
に
効
率
的

な
農
地
集
積
を
行
い
、
遊
休
農
地

の
解
消
に
努
め
る
な
ど
、
さ
ら
に

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
農
業
者
の
皆
様
へ
の
支
援
施
策

と
し
て
は
、
令
和
４
年
度
に
コ
ロ

ナ
下
に
お
い
て
厳
し
い
経
営
状
況

や
物
価
高
騰
の
状
況
を
鑑
み
、
経

営
継
続
に
必
要
な
支
援
を
行
い
ま

し
た
。
令
和
５
年
度
に
お
い
て

も
、
引
き
続
き
販
路
拡
大
や
高
品

質
化
、
６
次
産
業
化
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ
る
柑
橘
振

興
対
策
や
、
小
規
模
農
家
の
方
々

に
も
安
心
し
て
農
業
経
営
を
継
続

し
て
い
た
だ
け
る
事
業
を
、
国
、

県
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
農
業
基
盤
整
備
に
つ
い
て
、
三

重
県
に
実
施
い
た
だ
い
た
桐
原
地

区
営
農
飲
雑
用
水
施
設
整
備
は
、

令
和
４
年
３
月
か
ら
各
戸
へ
の
給

水
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

早
速
、
カ
フ
ェ
が
オ
ー
プ
ン
す
る

な
ど
地
域
の
活
性
化
が
図
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
に
は
、
農
業
生
産

条
件
等
が
不
利
な
中
山
間
地
域
に

お
い
て
、
農
業
生
産
基
盤
と
そ
の

機
能
の
発
揮
に
不
可
欠
な
農
村
生

活
環
境
の
整
備
を
一
体
的
に
実
施

し
、
農
業
農
村
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
三
重
県
に
実

施
い
た
だ
い
て
い
る
「
県
営
中
山

間
地
域
総
合
整
備
事
業
紀
宝
中
部

２
期
地
区
」
で
は
、
農
業
用
排
水

路
施
設
改
修
工
事
及
び
測
量
設
計
、

集
落
道
整
備
、
農
道
整
備
な
ど
、

計
13
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
次
期
県
営
中
山
間
地
域

総
合
整
備
事
業
も
計
画
さ
れ
て
お

り
、
令
和
９
年
度
か
ら
の
事
業
実
施

を
目
標
と
し
て
、
施
工
箇
所
の
取

り
ま
と
め
等
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
も
、
農
業
者
の
皆
様
を
は

じ
め
、
三
重
県
や
関
係
機
関
の

方
々
と
の
連
携
を
密
に
し
、
円
滑

に
事
業
が
進
捗
す
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

獣
害
対
策

　

獣
害
対
策
に
つ
い
て
は
、「
有

害
鳥
獣
駆
除
補
助
金
」
の
支
給
等

に
よ
る
猟
友
会
の
方
々
に
対
す
る

支
援
や
、
農
地
へ
の
獣
害
柵
の
設

置
に
よ
る
鳥
獣
侵
入
防
止
対
策
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
先
進
地
事

例
や
各
専
門
家
に
ご
意
見
を
伺
い

な
が
ら
、
本
町
の
地
域
特
性
に
適

し
た
手
法
も
さ
ら
に
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

林
業
施
策

　

林
業
施
策
に
つ
い
て
は
、
三

重
県
が
行
う
「
治
山
事
業
」
に
お

い
て
、
浅
里
地
区
地
滑
り
箇
所
の

復
旧
対
策
を
は
じ
め
各
地
区
の
落

石
、
山
腹
崩
壊
対
策
を
進
め
て
い

た
だ
い
て
お
り
、
令
和
５
年
度
に

お
い
て
も
引
き
続
き
事
業
を
推
進

し
て
い
く
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　
町
の
事
業
と
し
て
は
、
経
営
が

困
難
と
な
っ
て
い
る
森
林
へ
の
対

策
と
し
て
「
森
林
経
営
管
理
制

度
」
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
ま

た
、
町
民
の
森
林
に
関
す
る
関
心

を
高
め
、
森
林
の
持
つ
公
益
的
機

能
を
保
全
し
、
山
地
災
害
の
抑
止

に
努
め
る
た
め
、
間
伐
や
支
障
木

伐
採
等
の
森
林
整
備
、
公
共
施
設

の
木
材
利
用
、
木
の
良
さ
の
普
及

啓
発
等
に
つ
い
て
「
森
林
環
境
譲

与
税
」
及
び
「
み
え
森
と
緑
の
県

民
税
」
を
活
用
し
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

林
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
令

次
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く
↓

空家等対策

本年１月に「空家対策
プロジェクトチーム」
を設置。空家等の実態
把握、利活用、特定空
家等に対する措置の
検討などを進めます。

一般国道 42 号
新宮紀宝道路

平成 30 年度から工
事着手され、令和６
年秋の開通に向け、
事業が進められて
います。

紀宝町の柑橘

町内では、温暖な気候と
土地条件を活かし、年中
みかんが採れる地域とし
て、温州みかんや不知火
など、さまざまな品種が
栽培されています。

井
内
工
業
団
地

　

井
内
工
業
団
地
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
か
ら
操
業
い
た
だ
い
て

い
る
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク 

エ
レ
ク
ト

リ
ッ
ク
ワ
ー
ク
ス
電
材
三
重
株
式

会
社
様
の
紀
宝
工
場
が
、
令
和
３

年
４
月
か
ら
本
格
稼
働
さ
れ
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
製
造
で
は
国

内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
り
、
雇
用

者
数
も
地
元
採
用
も
含
め
順
調
に

増
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

雇
用
対
策

　　

町
内
事
業
者
の
側
面
支
援
と

し
て
は
、
小
規
模
事
業
者
の
経
営

安
定
等
の
た
め
、
融
資
を
受
け
た

場
合
の
利
子
の
一
部
補
助
や
、
地

域
に
根
ざ
し
た
「
起
業
・
創
業
」

へ
の
支
援
な
ど
を
継
続
し
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
に
お
い
て
は
、「
地

元
の
雇
用
を
守
る
」、「
地
元
の
雇

用
を
創
出
す
る
」
の
２
枚
看
板
を

掲
げ
総
合
的
に
取
り
組
む
た
め
、

新
た
に
「
雇
用
創
出
マ
ッ
チ
ン
グ

事
業
」
関
連
施
策
を
創
設
し
、
少

子
化
等
の
影
響
に
よ
り
、
求
人
を

行
っ
て
も
応
募
が
少
な
い
と
い
っ

た
地
元
企
業
の
課
題
や
、
企
業
誘

致
と
労
働
力
に
関
す
る
調
査
、
既

存
店
舗
の
魅
力
ア
ッ
プ
、
創
業

支
援
な
ど
に
つ
い
て
、
町
商
工
会

や
町
内
商
工
業
者
の
皆
様
と
連
携

和
４
年
度
に
引
き
続
き
法
面
改

良
工
事
や
橋
梁
修
繕
、
舗
装
工

事
な
ど
を
実
施
し
、
利
用
者
の

皆
様
が
安
心
し
て
通
行
で
き
る

林
道
整
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

水
産
振
興

　

水
産
振
興
に
つ
い
て
は
、
令
和

４
年
度
に
漁
場
の
整
備
と
し
て
井

田
地
区
沖
に
「
つ
き
い
そ
整
備
」

を
実
施
し
て
お
り
、
ま
た
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
漁
業
経
営
の
継
続

へ
の
支
援
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　

今
後
は
、
令
和
５
年
度
か
ら

の
「
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
」
に

基
づ
き
、
引
き
続
き
、
漁
業
者
の

所
得
向
上
や
後
継
者
問
題
等
を
解

消
す
る
取
り
組
み
を
行
う
と
と
も

に
、
県
営
の
藻
場
造
成
事
業
等
を

活
用
し
た
漁
場
整
備
に
つ
い
て
、

漁
業
者
の
皆
様
や
関
係
機
関
と
連

携
し
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

基
盤
整
備
施
策

　

基
盤
整
備
施
策
に
つ
い
て
は
、

国
事
業
で
あ
る
「
一
般
国
道
42
号

新
宮
紀
宝
道
路
」、「
一
般
国
道
42

号
紀
宝
熊
野
道
路
」
は
着
実
に
事

業
が
進
捗
し
て
お
り
、
新
宮
紀
宝

道
路
の
令
和
６
年
秋
の
開
通
、
紀

宝
熊
野
道
路
の
早
期
工
事
着
手
に

向
け
、
引
き
続
き
本
町
が
加
盟
す

る
各
同
盟
会
、
協
議
会
に
お
い

て
、
国
や
県
、
関
係
機
関
に
要
望

を
行
い
、
緊
密
な
連
携
の
も
と
事

業
進
捗
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
次
に
、
国
管
理
河
川
で
あ
る
熊

野
川
に
つ
い
て
は
、「
新
宮
川
水

系
（
熊
野
川
）
河
川
整
備
計
画
」

に
基
づ
き
、
ハ
ー
ド
整
備
に
よ
る

浸
水
被
害
軽
減
対
策
と
し
て
、
河

道
掘
削
等
を
実
施
し
て
い
く
と

伺
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
熊
野
川
・

相
野
谷
川
の
総
合
的
な
治
水
対
策

を
継
続
し
て
実
施
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
相
野
谷
川
未
整
備
護
岸
の

早
期
工
事
着
手
、
ま
た
掘
削
し
た

砂
利
に
つ
い
て
は
、
井
田
海
岸
侵

食
対
策
に
養
浜
材
と
し
て
有
効
活

用
す
る
な
ど
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　
三
重
県
事
業
に
つ
い
て
は
、
道

路
事
業
で
は
県
道
紀
宝
川
瀬
線
の

現
道
拡
幅
事
業
、
河
川
事
業
で

は
、
神
内
川
の
大
規
模
改
修
事
業

等
、
各
事
業
を
継
続
し
て
実
施
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
浅
里
地
区
に
お
け
る

県
道
小
船
紀
宝
線
の
交
互
通
行
が

困
難
な
狭き

ょ
う
あ
い隘
箇
所
を
迂
回
す
る
バ

イ
パ
ス
整
備
等
の
道
路
事
業
や
、

神
内
・
鵜
殿
地
区
の
浸
水
対
策
に

寄
与
す
る
神
内
川
の
大
規
模
改
修

事
業
等
の
河
川
事
業
、
井
田
海
岸

養
浜
対
策
の
調
査
・
研
究
及
び
現

対
策
工
事
の
継
続
等
の
海
岸
・
港

湾
事
業
等
に
つ
い
て
要
望
す
る
と

と
も
に
、
県
、
関
係
各
位
と
緊
密

な
連
携
の
も
と
、
事
業
進
捗
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
町
事
業
に
つ
い
て
は
、
令
和
５

年
度
の
計
画
と
し
て
、
道
路
改

良
工
事
で
は
町
道
相
野
口
永
田

線
ほ
か
６
路
線
を
、
橋
梁
修
繕

工
事
で
は
成
川
地
区
の
古ふ

る
は
し橋

ほ

か
４
橋
、
並
び
に
２
巡
目
点
検

が
完
了
し
た
１
４
５
橋
の
長
寿

命
化
修
繕
計
画
策
定
を
、
排
水

路
改
良
工
事
で
は
町
道
姥う

ば
が
ふ
と
こ
ろ

ケ
懐

線
ほ
か
15
路
線
を
、
舗
装
工
事

で
は
町
道
成
川
神
内
線
ほ
か
４

路
線
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
町
に
と
っ
て
有
効
な
各
種
交
付

金
、
補
助
事
業
を
活
用
し
、
災
害

に
強
い
安
全
・
安
心
な
道
路
整
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
空
家
等
対
策

　
空
家
等
対
策
に
つ
い
て
は
、
近

年
、
全
国
的
に
問
題
と
な
っ
て
い

る
「
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い

な
い
空
家
」
等
が
、
防
災
、
衛
生
、

景
観
等
に
お
い
て
、
地
域
住
民
の

生
活
環
境
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。「
紀
宝
町
空

家
等
対
策
計
画
」
の
策
定
に
合

わ
せ
、「
空
家
等
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
」
や
関
係
諸

法
令
に
基
づ
き
講
じ
る
措
置
の
ほ

か
、
町
内
に
お
け
る
空
家
等
対
策

に
つ
い
て
検
討
、
協
議
を
行
い
、

空
家
等
対
策
の
施
策
を
円
滑
に
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
本
年
１

月
10
日
に
「
紀
宝
町
空
家
対
策
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
設
置
し

ま
し
た
。

　
今
後
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
に
お
い
て
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
を
活
用
し
た
空
家
等
の
実
態
把

握
、
空
家
等
の
利
活
用
の
検
討
、

ま
た
特
定
空
家
等
に
対
す
る
措
置

の
検
討
な
ど
を
進
め
、
地
域
住
民

の
生
活
環
境
を
守
り
、
安
全
・
安

心
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

教
育
施
策

　

本
町
の
教
育
施
策
に
つ
い
て

は
、「
紀
宝
町
教
育
大
綱
」
に
基

づ
き
、
教
育
、
学
術
、
及
び
文
化

の
振
興
に
関
す
る
総
合
的
な
施
策

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
小
・
中
学
校
に
お
い
て

は
、
新
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
に

沿
っ
た
「
対
話
的
、
協
働
的
で
、

深
ま
り
の
あ
る
学
び
」
の
実
現
に

向
け
、
外
部
講
師
を
招
聘
し
た
な

か
で
の
公
開
授
業
研
究
会
を
開
催

す
る
な
ど
、
す
べ
て
の
学
校
が
全

校
体
制
で
授
業
改
善
の
た
め
の
研

修
を
継
続
す
る
仕
組
み
を
確
保

2023
所信表明

Kiho Town

井内工業団地

パナソニックエレ
クトリックワーク
ス電材三重株式会
社が令和３年４月
から本格稼働され
ています。
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